
（別紙様式）  令和４年度 １人１台端末の活用による実践事例 

学 校 名 岡山県立倉敷古城池高等学校 

実践者等 原囿 人士他 実践日 毎週 1回 

実践場面 

（教科・科目（単元名）、学校行事等） 
英語授業における英単語テスト 

対象生徒（学年等） 普通科２年 

育成を目指す資質・能力 ■知識・技能 ■思考力・判断力・表現力等 □学びに向かう力・人間性等 

分類 
授 業 中 

■クラウドやアプリの活用 □デジタルデータの保存    □思考やデータの可視化  

■データの共有や共同編集 □対話を充実させる活用    □思考を促す活用 

□表現を充実させる活用  ■課題のやり取りと評価の支援 ■効率化や省力化 

□その他（     ） 

家庭学習 ■振り返り □探究 □反転学習 ■補習・定着 

実践の内容 

【授業】 

本校２年次英語科では、英単語帳を使用し、英単語テスト毎週 1回行い、定着を図ってい
る。この英語単語テスト実施に当たって、GAS(Google Apps Script)により、Google 
Workspace for Education で連携を行い、自動作成、自動採点、自動集計のシステムを構築
し、効率化、省力化を進めている。 

 
(1) Googleサイトで運営。テスト範囲や解答する Formsのリンクを管理する。テストに備え

て取り組むプレテストも提示し、準備を促す。 

    

(2) 範囲、問題数、出題方法などを設定し、Formsによるテストを作成する。 

 
 
 
 
 
 
 



(3) 授業で問題配布、Formsによりテストを実施。生徒は解答を送信する。 

 
 

(4)  Formsで送信された、解答は自動採点され、さらにスプレ

ッドシートに転送されると同時に、アカウントにより管理さ

れて得点集計が行われる。 

それを、クラス別等で成績確認し、授業毎に振り返りを行う。 

 

 

英語科では、小テストでも同様に Google Workspace for 

Education を連携し、自動採点、自動集計のシステムを構築

している。 

小テストの問題作成時に、問題用紙の印刷と Forms によ

る解答用紙と正解の作成を行い、英単語テスト同様に、自

動採点、自動集計により、効率化、省力化を進めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【本時と家庭学習との連動】 

（本時前）Googleサイトでテスト範囲を確認し、プレテストも利用し準備を進める。 

（本時後）自身の定着を確認し、復習を行う。次回に備える。 

 


